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　２月15日，こばたけ保育所で，すもう
大会が行われました。朝ごはんをしっかり
食べてきた子どもたちは，金メダル（優勝）
を目指して元気いっぱい頑張りました。見
合って，見合って，はっけよい，のこった！
行司の掛け声とともに，子ども力士の白熱
した取組は続き，冬の寒さを吹き飛ばして
いました。

元気いっぱい！ すもう大会
今月の表紙
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●①ふれあいバスは２路線に
○ふれあいバスは　①油木〜豊松線　②呉ヶ峠〜油木線　の２路線を運行します。
※町立病院〜豊松線は廃止となります。

神石高原町観光大使に加藤せい子さんを再任命！
　２月１日付けで，加藤せい子さんに，神石高原町
観光大使任命状が交付されました。（任期２年）
　今回で２期目となる加藤さんは，NPO法人吉備
野工房ちみち代表理事としてもご活躍されており，
講演などで全国各地を回られる中で町のPRをして
いただいています。
　入江町長から任命状が手渡されると，「今後も引
き続き町の魅力を広く全国へ発信していきたい」と
笑顔で語られました。

平成30年４月から公共交通の
一部が変わります

●②ふれあいタクシーの対象者を拡大
○ふれあいタクシーの対象者を，新たに２つ追加します。
　①原付または自動二輪免許のみ保有している人（18歳以上で学生を除きます）
　②母子健康手帳の交付を受けた人（ただし，許可の日から出産予定日の１年後まで）
　　冬季などの安全な外出の確保と，子育て支援充実のために追加されます。
○申請に必要なもの　・印鑑　・証明書　・写真（３㎝×４㎝　※役場で撮影できます）

●③町外医療機関通院者支援の限度額が減額
○ふれあいタクシー対象者で，町外医療機関へ通院する場合の町が負担する限度額を，
　これまでの上限5,000円から，上限3,000円に引き下げます。
○申請に必要なもの　・診断書　・印鑑

●④バス路線廃止代替支援事業を始めます
○�広域路線バスの廃止に伴い，神石地区における広域への外出が非常に困難であることを
考慮し，新たに支援事業を始めます。
○申請に必要なもの　・印鑑

＜バス路線廃止代替支援事業＞
対 象 者 神石地区の住民で，ふれあいタクシー利用者証の交付を受けている人
対象地域 府中市上下町と庄原市東城町に限ります
利用目的 目的は問いません
利用料金 タクシー利用片道１回につき，町が3,000円を上限に，半額を補助します　　

そ の 他 ・利用者が，神石地区内で乗・下車する場合に限ります
・利用できる事業者は，町内タクシー事業者と介護タクシー事業者です

【お問い合わせ先】　総務課　☎89-3330
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―「人権」とは「全ての人々が生命と自由を確保し，
それぞれの幸福を追求する権利」あるいは「人間が人
間らしく生きる権利で，生まれながらに持つ権利」で
あり，だれにとっても身近で大切なもの，日常の思い
やりの心によって守られるものです。―
　今回の「シリーズ　人権を考える」では，「東日本大
震災に起因する人権問題」についてお伝えします。

Series

vol.13

東日本大震災に起因する人権問題
　平成23年３月11日に発生した東日本大震災は，未曽
有の大災害となりました。地震と津波に伴い発生した東
京電力福島第一原子力発電所事故により，周辺住民の
避難指示が出されるなど，多くの人々が避難生活を余
儀なくされています。
　このような中，避難生活の長期化に伴うトラブルや被
災地からの避難者に対するいじめなどの人権問題が発
生しています。
　被災した人たちが，二重の被害を受けることがない
よう，当事者の身になって考えていくことが必要です。
� （法務省　―主な人権課題―より引用）

　高齢者プラン策定委員会（全６回開催）で審
議された「神石高原町第７期高齢者プラン－高
齢者福祉計画・介護保険事業計画－」（平成30
〜32年度）の策定が終了し，２月21日，入江
町長に第７期高齢者プランと委員会からの意見
書が提出されました。
　意見書には，「いきいき暮らせる環境づくり
の推進」「支え合いの地域づくりの推進」「安心
して暮らせるまちづくりの推進」の３つの基本
方針に基づいたさまざまな高齢者施策展開の要
望が記されており，今後，第７期高齢者プラン
と意見書に沿った取り組みを推進していくこと
になります。

第７期 高齢者プラン
・意見書を提出

４月１日からエブリイ産直市「地縁マルシェ」への
出荷が始まります！
　平成30年４月１日（日）から，株式会社エブリイ（本社：福
山市）の地産地消コーナー「地縁マルシェ」への農産物の出荷
が始まります。
　出荷方法については，町内５カ所（油木・神石・豊松・上・
さんわ182ステーション）の集荷場で１日１便の集荷を行い，
エブリイ２店舗（駅家店・緑町店）で販売します。
　出荷される場合は，事前に入会書類などの提出が必要です。
　入会・出荷方法など詳しくは，産業課へお問い合わせください。

【お問い合わせ先】　産業課　☎89-3337

●集荷時間

集荷場名 豊松 油木 神石 上 さんわ182ステーション

集荷時間 午前４：30 午前５：00 午前５：40 午前６：15 午前６：30

＊店着時間　エブリイ駅家店　午前７：10　　エブリイ緑町店　午前８：00
＊集荷・店着時間は，場合により変更させていただく可能性があります。
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平成30年4月から都道府県と市町村が
共同で国保を運営することとなります。

年齢構成が高く

医療費水準が高い

財政基盤が弱く

制度運営が困難な

市町村もある

所得水準が低く

保険料（税）の

負担が重い

課題その１ 課題その２ 課題その３

これらの課題に対応し，
国民皆保険を将来にわたって守り続けるため

現在，市町村で運営している国民健康保険（国保）は
３つの構造的課題があります。

よくあるご質問 -Ｑ＆Ａ-

国民健康保険は，さまざまな構造的課題を抱え
ています。このため，制度を将来にわたり守り続
けるために，都道府県が財政運営の責任主体と
なり，市町村とともに共同運営することで安定的
な財政運営を目指します。

資格の取得・喪失手続きや被保険者証などの発行，保険給付の決定・支給事務，
および保険料（税）の賦課・徴収などは，引き続き市町村が窓口となります。

【Q1】 どうして都道府県が
国民健康保険の運営に加わるの？

被保険者の皆さんにとっては，国民医療費が伸
び続ける中，急激な保険料（税）の上昇が起こり
にくくなるメリットがあります。

県内での統一により，次の点が変わります。

【Q2】被保険者証はどうなるの？

資格の取得・喪失および住所変更などの手続き
や被保険者証などの交付は，これまでどおりお
住まいの市町で行います。

①被保険者証に「広島県」と記載されます
②毎年8月1日が更新日となります
※平成30年7月31日までは，現在お持ちの
被保険者証をお使いください。

これまでは他の市町村へ転出した場合，高額療養
費の該当回数が通算できませんでしたが，平成３０
年４月以降は，広島県内で他の市町に引っ越した
場合でも，転出前と同じ世帯であることが認められ
るときは高額療養費の該当回数が通算され，被保
険者の経済的負担が軽減されることがあります。

【Q3】高額療養費が引っ越しても
通算できるの？

なお，療養費や高額療養費の申請などの保険給付
に関する手続きは，これまでどおりお住まいの市町
で行います。

これまでどおり，各市町が決めた納期，納付方
法により納付していただきます。

【Q4】保険料（税）の納付は
どうなるの？

なお，納付方法については，口座振替による納
付をお願いしていますので，ご理解とご協力をお
願いします。

【Q5】県単位化で保険料（税）はどうなるの？

都道府県が示す標準保険料率な
どを参考に，市町村が保険料
（税）率を定め，保険料（税）を賦
課・徴収することになります。
被保険者の皆さんの負担の公平
性を確保するため，広島県におい
ては「同じ所得水準・世帯構成で
あれば，県内どこに住んでいても
同じ保険料（税）」になることを目
指します。

【お問い合わせ先】 福祉課 ☎８９‐３３３５
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←統一
　保険料
　水準

【現行】
同じ所得水準・世帯
構成であっても各市
町で保険料（税）は
異なっています。

【平成30年度】
保険料（税）の急激な
変動が起こらないよ
う，激変緩和措置が
講じられています。

【平成36年度の姿】
　当面は統一保険料率をベースに
市町ごとの収納率を反映した保険料
（税）率となります。
　将来的には，同じ所得水準・世帯
構成であれば，県内どこに住んでい
ても同じ保険料（税）を目指します。
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地域の安心と安全を守るために
〜違反対象物に係る公表制度が４月１日（日）から始まります〜
　福山地区消防組合では，住民の皆さんに建物を安心して利用してもらうために，事業所への立入検査を
実施しており，消防法令違反を確認した場合は，関係者に是正するよう指導し，重大な違反が是正されな
い場合は命令による公示を行っています。
　しかし，違反の是正や命令による公示には，一定の期間を要することから，住民の皆さんが重大な違反
についての情報を速やかに入手し，建物の利用について判断ができるよう，立入検査後，消防組合のホー
ムページで公表します。

知らないうちに消防法令違反を起こさないために
テナントの入居，建物の増改築，用途の変更などにより，知らない間に消防法令
違反になる場合があります。建物を変更しようとする方は，近くの消防署に相談
し，必要な届出などを行ってください。

Q  どんな建物が対象になるの？
A   ホテル・旅館，飲食店，物販店，病院
など不特定多数の方が利用される建物
で，消防が立入検査で重大な消防法令
違反を確認したものです。

Q  どのページで確認できるの？
A   消防組合のホームページ内に設けられている専用ページで閲覧できます。直接アクセス
するには，右のQRコードを読み取ってください。また，公表されている建物の所在地を
管轄する消防署所では，書面で閲覧することができます。

Q  どんな違反が公表されるの？
A   公表の対象となる重大な消防法令違反は，次の消防
用設備等のいずれかが未設置のものです。

　���・�屋内消火栓設備（火を消すための設備）
　���・�スプリンクラー設備（火を自動で消すための設備）
　���・�自動火災報知設備（熱や煙を感知して警報を発す

る設備）

【お問い合わせ先】　福山地区消防組合　予防課　☎084-928-1192

　井関大矢自治振興会（会長　立原征士）では，地
域のコミュニティ活動に使用する備品（音響設備）
を購入されました。この備品を活用し，地域行事の
円滑な実施と交流を深め，地域コミュニティ活動全
般の活性化が図られます。

宝くじコミュニティ
助成事業を活用しました
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神石高原町食育推進ネットワーク協議会　食生活改善部会

　　　　カルシウムの
吸収を助け，骨粗しょう症
を予防しましょう！

毎月19日は食育の日

食育
ミニ知識

〜カルシウムとビタミンDの関係をご存じですか〜

　カルシウム不足は，骨粗しょう症の原因になりま
すので，日々の食事から摂取することが大切です。
カルシウムは，年を重ねるごとに吸収率が低下して
いきます。このとき，吸収を助けてくれるのがビタ
ミンDです。ぜひ，カルシウムと一緒にビタミンD
も摂取するように心がけてください。

☆骨粗しょう症予防レシピ
～オムレツ・卵焼き・お好み焼きに一工夫♪～
　ビタミンDを含む卵に，
カルシウムを含む牛乳・
チーズ・ちりめんじゃこ・
桜エビ・納豆・小松菜・青
のりなどを加えて一工夫し
てみましょう！

町 立 病 院 か ら の お 知 ら せ

『地域包括ケア病床』を開始しました
　神石高原町立病院では，本
年１月から「地域包括ケア病
床」の運用を開始しました。
　「地域包括ケア病床」とは，
町立病院や他の医療機関で急
性期治療を終えられた入院患者様に対し，住み慣
れた家や施設への復帰を支援する病床のことで，
現在15床を２階病棟に開設し，ご利用いただい
ています。
　この病床の対象となる患者様は，次のような
方々です。
①�入院治療により病状は改善したが，もう少し経
過観察が必要な方
②�病状が安定し，復帰に向けたリハビリテーショ
ンが必要な方
③�自宅や施設への退院に向けた療養準備が必要な
方
④�在宅療養中の方で，一時的に入院で療養を行う
方
　以上のような方などに対し，医師・看護師・薬
剤師・管理栄養士・リハビリスタッフなどが協力
して在宅復帰への支援を行います。
　詳しくは，町立病院内，地域連携室または医事
課（☎85-2711）へお問い合わせください。
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だ
け
の
私
を
受
け
入
れ
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
の
方
々
に
本
当
に
感

謝
の
思
い
が
尽
き
ま
せ
ん
。

　
協
力
隊
と
し
て
の
役
目
は
終
え
ま
す

が
、
こ
う
し
て
得
ら
れ
た
も
の
を
私
が

形
に
し
て
い
く
の
は
こ
れ
か
ら
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
私
は
こ
こ
で
暮
ら
し
て
い

き
ま
す
。
そ
の
日
常
と
生
業
の
中
で
そ

れ
ら
を
生
か
し
、
地
域
に
還
元
さ
せ
て

く
だ
さ
い
。

　
改
め
て
、
今
後
と
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

　
早
い
も
の
で
２
年
と
11
カ
月
の
任
期

を
こ
の
３
月
で
終
え
ま
す
。
多
く
の

方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
た
く
さ
ん
の

事
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
私
の
協
力
隊
と
し
て
の
活
動
は
、
地

域
に
あ
る
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し

や
、
既
存
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
の
評
価
と

活
用
方
法
の
提
案
で
し
た
。
当
初
、「
観

光
」は「
経
済
効
果
を
も
た
ら
す
ツ
ー

ル
」と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の

頃
、
赴
任
し
て
２
カ
月
ば
か
り
た
っ
た

私
の
耳
に
聞
こ
え
て
来
る
の
は
、
各
地

域
共
に
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
掛
け
た

い
と
い
う
思
い
。
そ
し
て
、
移
住
者
に

は
地
域
へ
の
理
解
と
共
存
を
望
む
声
で

し
た
。「
観
光
」は「
こ
の
地
で
暮
ら
す

人
た
ち
の
生
活
と
歴
史
に
触
れ
る
た
め

の
ツ
ー
ル
」で
は
な
い
か
。
私
は
そ
の

た
め
の
ア
イ
テ
ム
を
探
し
ま
す
、
と
い

う
の
が
私
か
ら
の
提
案
で
し
た
。
地
域

行
事
、
食
習
慣
、
祭
事
、
風
景
、
歴
史

の
痕
跡
、
そ
し
て
風
土
。
何
気
な
く
交

歴史・人・風景。同時に出会えるからこその魅力が
神石高原町にはあります。

ビタミンＤで
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トピックス＆ニュース

　

２
月
21
日
、
来
見
小
学
校
で「
人
権
の
花
」感
謝
状
贈
呈
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

昨
年
10
月
、
人
権
擁
護
委
員
か
ら
贈
呈
さ
れ
た
ヒ
ヤ
シ
ン
ス
の
球
根
を
児
童
が
大
切

に
育
て
て
く
れ
た
こ
と
に
対
し
、
人
権
擁
護
委
員
の
東
幸
子
さ
ん
か
ら
感
謝
状
が
校

長
先
生
に
、
記
念
品
は
児
童
を
代
表
し
て
３
年
生
の
石い

し

田だ

瑞み
ず

稀き

さ
ん
に
贈
呈
さ
れ
、

３
年
生
の
馬う

ま
屋や

原は
ら
桃も

も
香か

さ
ん
か
ら
お
礼
の
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
贈
呈
式
の
後
、
東

委
員
か
ら「
人
は
人
で
し
か

守
れ
な
い
。
皆
さ
ん
が
立
派

に
育
て
て
く
れ
た
ヒ
ヤ
シ
ン

ス
が
み
ん
な
違
う
よ
う
に
、

私
た
ち
人
間
も
み
ん
な
違

う
。
違
い
は
、
い
じ
め
に
つ

な
が
る
こ
と
も
あ
る
の
で
、

何
か
あ
っ
た
ら
必
ず
誰
か
に

相
談
し
て
ほ
し
い
」と
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。

　
２
月
７
日
、
政
治
参
加
意
識
を
高
め
る
た
め
、
油
木
高
校

で
２
年
生
65
名
を
対
象
に
模
擬
投
票
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

３
名
の
先
生
が
広
島
県
知
事
選
挙
立
候
補
者
の
役
を
担
い
、

生
徒
は
候
補
者
の
演
説
を
聞
い
た
後
、入
場
券
や
投
票
用
紙
、

投
票
箱
を
使
っ
て
模
擬
投
票
を
行

い
ま
し
た
。
生
徒
は
、
本
番
同
様

の
雰
囲
気
の
中
、
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
ま
し
た
。生
徒
か
ら
は「
選

挙
の
雰
囲
気
が
分
か
っ
た
」「
自

分
の
一
票
を
大
切
に
し
た
い
」な

ど
の
感
想
が
あ
り
、
18
歳
か
ら
選

挙
権
を
得
る
生
徒
た
ち
に
と
っ
て
一
票
の
大
切
さ
を
考
え

る
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し
た
。

油
木
高
校
で
模
擬
投
票
　
政
治
参
加
に
つ
い
て
考
え
る

「
人
権
の
花
」感
謝
状
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た

住
宅
金
融
支
援
機
構
と

 

協
定
を
締
結

広
島
県
教
育
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た

　
２
月
16
日
、
神
石
高
原
町
と
独
立
行
政
法

人
住
宅
金
融
支
援
機
構
は
、【
フ
ラ
ッ
ト
35
】

子
育
て
支
援
型
・
地
域
活
性
化
型
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
、
協
定
書
交
換
式
を
行
い
ま

し
た
。

　
今
後
は
、
本
町
の「
子
育
て
応
援
住
宅
等

取
得
支
援
事
業
補
助
金
」「
空
き
家
及
び
住

宅
改
修
補
助
金
」制
度
を
利
用
さ
れ
る
子
育

て
世
帯
や
移
住
者
な
ど
が
、
同
機
構
の
住
宅

ロ
ー
ン【
フ
ラ
ッ
ト
35
】を
利
用
す
る
場
合

に
、
当
初
５
年
間
、
年
０
・
25
％
金
利
の
引

き
下
げ
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
２
月
９
日
、
福
本
春
惠
さ
ん（
古
川
）が
、
平
成
29
年
度
広
島
県
教
育
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
福
本
さ
ん
は
、
長
年
、
女
性
会
で
活
動
さ
れ
、
地
域
の
活
性
化
や
社

会
福
祉
へ
の
貢
献
、
女
性
が
活
躍
し
や
す
い
環
境
の
実
現
な
ど
の
た
め
に
町
内
で
中

心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
旧
神
石
町
女
性
会
会
長
と
し

て
、
合
併
後
の
神
石
高
原
町
女
性
会

の
立
ち
上
げ
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
ほ
か
、手
芸
、

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
食
育
・
体
育

指
導
な
ど
多
彩
な
分
野
で
の
活
動
を

通
し
て
、
社
会
教
育
振
興
の
た
め
に

多
く
の
成
果
を
あ
げ
ら
れ
、
そ
の
功

績
が
顕
著
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
受
賞

と
な
り
ま
し
た
。
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輝 き神 石 高 原 農 委 11号

11号

輝
き

農
業

委
員
会
だ
よ
り

神
石
高
原
農
委

３　
有
害
鳥
獣
対
策
の
拡
充
を
行
う
こ
と

　
⑴�　

有
害
鳥
獣
の
種
類
・
頭
数
の
増
加
に
よ
り
、

農
産
物
被
害
が
増
加
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
る

た
め
、
恒
久
的
な
対
策
方
法
の
検
討
を
行
う
こ

と

　
⑵�　

狩
猟
１
種（
装
薬
銃
）免
許
取
得
者
の
高
齢

化
に
よ
り
、
免
許
取
得
者
が
年
々
減
少
し
狩
猟

業
務
に
支
障（
捕
獲
し
て
も
殺
処
分
が
で
き
な

い
な
ど
）を
来
し
て
い
る
た
め
、
若
年
の
農
業

担
い
手
な
ど
へ
の
免
許
取
得
の
奨
励
を
積
極
的

に
行
う
こ
と

　
⑶�　
捕
獲
班
に
対
す
る
捕
獲
奨
励
金
の
増
額
を
図

り
、
班
員
の
捕
獲
意
欲
の
高
揚
を
図
る
こ
と

４　
農
地
隣
接
林
野
の
支
障
木
伐
採
対
策

　
放
置
森
林
の
拡
大
か
ら
、
農
地
隣
接
林
の
木
が
茂

り
日
陰
に
な
っ
た
り
、
有
害
鳥
獣
の
す
み
か
に
な
っ

て
農
作
物
の
生
育
や
生
産
に
支
障
を
来
し
て
い
る
。

森
林
所
有
者
に
伐
採
を
要
請
し
て
も
協
力
を
い
た
だ

け
な
い
状
況
が
あ
り
、
放
置
し
て
い
る
と
耕
作
継
続

が
困
難
と
な
り
放
棄
地
に
な
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
る

た
め
、
森
林
組
合
な
ど
の
事
業
で
対
応
で
き
る
よ
う

に
対
応
策
を
検
討
願
い
た
い
。（
耕
作
者
で
の
対
応

は
、
経
費
な
ど
の
負
担
で
困
難
）

５�　
広
島
県
立
農
業
技
術
大
学
校
生
に
対
す
る
助
成

制
度
の
検
討
に
つ
い
て

　
油
木
高
等
学
校
か
ら
県
立
農
業
技
術
大
学
校
入
学

者
に
は
、町
か
ら「
２
年
間
の
授
業
料
の
全
額
助
成
」

と
、
国
か
ら
の「
新
規
就
農
者
給
付
金
制
度
の
準
備

型
給
付
金
」が
併
給
さ
れ
て
い
る
が
、
卒
業
後
す
ぐ

平
成
30
年
度
農
地
等
利
用
最
適
化

推
進
に
関
す
る
施
策
意
見
書
を
提
出

　
平
成
29
年
12
月
８
日
、佐
伯
知
省
会
長
を
は
じ
め
、

伊
勢
村
正
治
会
長
職
務
代
理
、
農
業
委
員
地
区
代
表

お
よ
び
事
務
局
総
勢
４
名
で
、
入
江
嘉
則
町
長
と
松

本
彰
夫
町
議
会
議
長
に「
平
成
30
年
度
農
地
等
利
用

最
適
化
推
進
に
関
す
る
施
策
意
見
書
」を
提
出
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
農
業
委
員
会
法
の
中
で
、
農
地
な
ど

の
利
用
の
最
適
化
の
推
進
に
関
す
る
事
務
を
、
よ
り

効
率
的
か
つ
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
に
必
要
な
事

項
に
つ
い
て
、行
政
庁
な
ど
に
提
案
す
る
も
の
で
す
。

平
成
30
年
度
農
地
等
利
用

　
　

最
適
化
推
進
に
関
す
る

�

施
策
意
見
事
項

１　
第
二
ト
マ
ト
団
地
の
整
備
を
早
急
に
行
う
こ
と

　
⑴�　
遊
休
農
地
に
こ
だ
わ
る
こ
と
な
く
、
将
来
的

に
団
地
と
し
て
拡
大
が
可
能
な
地
区
を
選
定
す

る
こ
と

　
⑵�　
初
期
投
資
額
が
大
き
い
こ
と
か
ら
、
新
規
就

農
者
対
策
と
し
て
リ
ー
ス
方
式
の
導
入
を
検
討

す
る
こ
と（
Ｊ
Ａ
へ
の
対
応
要
請
や
農
業
公
社

の
活
用
な
ど
）

　
⑶�　
ト
マ
ト
専
門
の
生
産
お
よ
び
経
営
指
導
員
を

配
置
す
る
こ
と（
農
業
指
導
所
の
Ｏ
Ｂ
な
ど
）

２　
和
牛
繁
殖
生
産
体
制
を
構
築
す
る
こ
と

　
⑴�　

新
規
就
農
者
に
は
初
期
投
資
が
ネ
ッ
ク
と

な
っ
て
い
る
た
め
、
全
農
・
Ｊ
Ａ
の
協
力
を
得

て
リ
ー
ス
制
度
を
検
討
し
、
若
者
の
就
農
機
会

と
就
農
意
欲
の
向
上
を
図
る
こ
と（
繁
殖
成
牛

１
農
家
当
た
り
50
頭
規
模
の
生
産
規
模
を
目
標

に
確
保
）

　
⑵�　
子
牛
生
産
頭
数
の
拡
大
に
よ
り
、
神
石
牛
子

牛
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
を
図
る
こ
と

左から　伊勢村春行委員，入江町長，佐伯会長，伊勢村会長職務代理
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に
経
営
を
開
始
す
る
に
は
リ
ス
ク
が
高
く
、
２
〜
３

年
は
農
家
な
ど
で
実
践
的
な
研
修
が
必
要
で
あ
る
。

し
か
し
、
研
修
期
間
は
無
報
酬
と
な
る
た
め
、
こ
の

研
修
期
間
に「
新
規
就
農
者
給
付
金
制
度
の
準
備
型

給
付
金
」を
支
給
す
る
よ
う
農
業
技
術
大
学
校
と
協

議
す
る
こ
と
。

６�　
農
地
相
談
員（
嘱
託
職
員
）の
継
続
確
保
に
つ
い
て

　
農
業
委
員
会
事
務
局
に
、
現
在
農
地
相
談
員
と
し

て
嘱
託
職
員（
町
職
員
の
Ｏ
Ｂ
）を
各
支
所
に
合
計

４
名
の
配
置
を
い
た
だ
い
て
い
る
が
、
農
地
の
実
態

把
握
と
農
地
利
用
最
適
化
の
推
進
を
行
う
た
め
、
平

成
30
年
度
も
引
き
続
き
現
状
体
制
で
配
置
す
る
こ
と
。

７�　
株
式
会
社
神
石
高
原
農
業
公
社
の
体
制
整
備
に

つ
い
て

　
担
い
手
農
家
の
高
齢
化
お
よ
び
新
規
就
農
者
対
策

と
し
て
、
農
業
公
社
の
体
制
強
化
を
行
う
よ
う
検
討

す
る
こ
と
。
体
制（
案
）と
し
て

　
⑴�　
作
業
受
託
業
務

　
　
　
機
械
農
作
業
の
請
け
合
い
作
業
を
行
う
。

　
⑵�　
農
業
経
営
業
務

　
　

�　
廃
業
農
家
の
優
良
農
地
を
利
用
し
て
稲
作
な

ど
の
直
接
農
業
経
営
を
行
う
。

　
⑶�　
研
修
業
務

　
　

�　
ト
マ
ト
・
ブ
ド
ウ
の
新
規
就
農
者
へ
の
実
践

的
な
研
修
を
行
う
。

　
⑷�　
リ
ー
ス
業
務

　
　

�　
新
規
就
農
者
に
対
し
、
独
立
経
営
が
可
能
と

見
込
ま
れ
る
期
間
の
リ
ー
ス
業
務
の
窓
口
と
な

る
。

８�　
農
地
の
地
目
変
更
の
代
理
登
記
を
農
業
委
員
会

が
行
え
る
よ
う
国
に
要
請
願
い
た
い

　
農
業
委
員
会
の
主
要
業
務
で
あ
る
農
地
パ
ト
ロ
ー

ル
を
毎
年
実
施
し
、
農
地
の
利
用
状
況
お
よ
び
遊
休

化
の
把
握
を
行
い
貸
し
借
り
の
参
考
に
し
て
い
る

が
、
荒
廃
化
が
進
み
農
地
へ
の
復
元
が
困
難
な
農
地

に
つ
い
て
は
、
非
農
地
と
し
て
山
林
な
ど
へ
の
地
目

変
更
を
認
定
し
て
い
る
も
の
の
、
大
半
の
所
有
者
が

地
目
変
更
登
記
を
し
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
て
お
り
業

務
に
支
障
を
来
し
て
い
る
た
め
、
非
農
地
認
定
農
地

で
所
有
者
の
了
解
を
得
ら
れ
た
農
地
に
つ
い
て
は
、

農
業
委
員
会
が
代
理
登
記
で
き
る
よ
う
に
法
改
正
を

行
う
よ
う
国
に
要
請
願
い
た
い
。

　
１
月
26
日
、
三
和
協
働

支
援
セ
ン
タ
ー
で
、
神
石

高
原
町
議
会
産
業
建
設
常

任
委
員
会（
委
員
６
名
）

と
意
見
交
換
会
を
行
い
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
12

月
８
日
に
町
と
町
議
会
に

対
し
て
、
平
成
30
年
度
農

地
等
利
用
最
適
化
推
進
に
関
す
る
施
策
意
見
書

を
提
出
し
た
こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　
初
め
に
、
佐
伯
会
長
か
ら

意
見
書
の
内
容
に
つ
い
て
説

明
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り

ま
し
た
。

　
現
在
、
ト
マ
ト
生
産
を
希

望
さ
れ
る
新
規
就
農
希
望
者

や
、
県
立
農
業
技
術
大
学
校

を
卒
業
し
た
後
ト
マ
ト
栽
培

を
し
た
い
方
が
ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
基
盤
整
備

や
ハ
ウ
ス
設
備
な
ど
に
多
額
の
費
用
が
か
か
る

た
め
、
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
と
し
て
も
、
貸
し
出
し
希
望
農

地
の
所
有
者
と
就
農
希
望
者
と
の
橋
渡
し
が
で

き
る
よ
う
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
議
員
の
皆
さ
ん
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
意
見
や
質

問
が
出
て
、和
や
か
な
う
ち
に
閉
会
し
ま
し
た
。

町
議
会
産
業
建
設
常
任
委
員
会

と
の
意
見
交
換
会

松本議長（右）
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神
石
高
原
町
農
業
委
員
会
は
、
農
業
委
員
14
名
、
農
地
最
適
化
推
進

委
員
14
名
の
体
制
で
農
地
を
守
る
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
農
地
の
有

効
活
用
を
推
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
案
を
、
現
地
で

の
確
認
と
聴
き
取
り
に
よ
り
、
毎
月
の
総
会
で
認
定
し
て
い
ま
す
。

　
そ
の
中
で
も
、
現
在
国
が
推
進
し
て
い
る
農
地
の
集
積・集
約
化
は
、

神
石
高
原
町
に
お
い
て
も
動
き
を
見
せ
、
地
域
が
一
丸
と
な
っ
て
集
積

に
協
力
し
、
中
間
管
理
機
構
を
通
じ
て
の
賃
貸
借
契
約
も
増
え
て
き
ま

し
た
。
農
業
法
人
や
地
域
の
担
い
手
の
皆
さ
ん
の
生
産
力
が
向
上
す
る

こ
と
で
、
農
地
も
生
き
て
い
き
ま
す
。
農
地
を
荒
廃
さ
せ
な
い
た
め
に

い
ろ
い
ろ
な
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
農
業
委
員
会
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
毎
年
行
っ
て
い
る
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
の
調
査
結
果
を
も
と

に
、農
地
の
有
効
活
用
の
提
案
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

少
し
で
も
農
地
利
用
率
が
上
が
り
、
神
石
高
原
町
の
農
業
振
興
の
一
助

と
な
れ
る
よ
う
に
努
め
て
い
ま
す
。

　
農
業
委
員
会
で
は
、
皆
さ
ん
の
所
有
さ
れ
る
農
地
を
守
る
た
め
、
貸

し
借
り
や
譲
渡
・
転
用
・
売
買
な
ど
の
相
談
を
積
極
的
に
受
け
て
い
ま

す
。
１
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
色
を

変
え
て
い
く
農
地
は
、
神
石
高
原

町
の
風
景
に
溶
け
込
ん
で
、
町
を

元
気
に
し
て
く
れ
ま
す
。「
農
地

を
守
る
」「
地
権
者
を
守
る
」「
地

域
を
守
る
」の
精
神
を
も
っ
て
、

農
業
委
員
会
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

と
一
緒
に
、
神
石
高
原
町
の
農
地

を
守
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

　
平
成
29
年
６
月
22
日
、
農
業
委
員
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
お
よ
び
事
務
局
の

18
名
で
、
鳥
取
県
日
野
郡
日
南
町
の
農
業
委
員
会
を
訪
ね
ま
し
た
。
日
南
町
は
、
鳥
取

県
の
10
分
の
１
の
面
積
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
約
９
割
を
山
林
が
占
め
て
お
り
、
経
営
耕

作
面
積
は
約
１
０
０
０
ha
で
神
石
高
原
町
の
約
半
分
で
す
。
人
口
は
約
５
千
人
。
水
稲

生
産
を
主
体
と
し
な
が
ら
ト
マ
ト
、
ピ
ー
マ
ン
、
白
ネ
ギ
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
な
ど
の
野

菜
生
産
に
力
を
入
れ
た
複
合
型
の
農
業
経
営
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
日
南
町
農
業
委
員

会
の
特
色
と
し
て
、
昭
和
40
年
代
か
ら
移
動
農
地
銀
行
な
ど
の
施
策
を
行
っ
て
お
り
、

荒
廃
農
地
面
積
が
約
５
％（
神
石
高
原
町
は
約
17
％
）で
農
地
や
集
落
の
維
持
に
成
果

が
上
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
移
動
農
地
銀
行
は
、
毎
年
11
月
頃
に
各
地
区
の
農
業
委
員

と
事
務
局
が
出
張
し
て
農
地
利
用
権
設
定
の
受
け
付
け
や
転
用
な
ど
の
農
地
に
関
す
る

相
談
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
年
度
は
、
農
業
委
員
と
推
進
委
員
で
タ
ッ
グ

を
組
み
、
担
当
地
区
の
全
農
家
を
対
象
に
、
独
自
の
農
地
利
用
意
向
調
査
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
農
地
を
生
か
し
、
高
齢
化
な
ど
で
担
い
手
の
育
成
が
急
が
れ
る
中
、
こ
の

先
進
地
視
察
研
修
で
、
農
業
委
員
会
の
活
動
の
重
責
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　
本
町
農
業
委
員
会
で
も
意
見
交
換
を
行
い
、
今
後
の
取
り
組
み
の
参
考
に
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

農
業
委
員
会
の
取
り
組
み

先
進
地
視
察
研
修
に
日
南
町
へ

農業委員，推進委員による農地パトロールの様子
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※詳しくは，JA窓口または農業委員会（☎89－3350）にご相談ください。

農業者年金に
加入して
安心で豊かな老後を

農業者年金に加入すれば ～農業者年金の支給額の試算～

　豊かな老後生活のためには，国民年金だけでは十分といえず，
老後の生活費は自分で準備する必要があります。
サラリーマンは，厚生年金や共済年金で国民年金（基礎年金）へ

の上乗せがあります。（厚生年金のモデルケースでは月額22万1
千円の年金額）
　農業者の皆さんも，メリットがたくさんある農業者年金に加
して安心で豊かな老後を迎えましょう。

農業者年金に
加入して
安心で豊かな老後を

●あなたの老後生活への備えは十分ですか？
●年金は家族一人一人について準備することが大切です
●老後の備えは国民年金プラス農業者年金が基本です

※この試算は，通常加入で保険料月額2万円で加入し，65歳までの運用利回りが2.5％，65歳以降の予定利率が0.20％となった場合
の試算です。受取総額は65歳での農業者年金加入者 平均余命を考慮し，男性86.5歳，女性92歳まで生存した
場合の金額です。

※運用利回りは，加入後の経済変動により上下します。制度発足以降の14年間（H27まで）の運用利回りの平均は，年率2.73％です。
※各金額は単位未満を四捨五入により表示しています。 

加入年齢

20歳
30歳
40歳
50歳

納付期間

40年
30年
20年
10年

960万円
720万円
480万円
240万円

男性
76万円
50万円
30万円
13万円

男性
1,628万円
1,080万円
640万円
285万円

1,713万円
1,137万円
673万円
300万円

女性女性
63万円
42万円
25万円
11万円

年金額（年額） 平均余命までの受給総額

知らな
いと

損する

農家の方は長寿ですが…

こんなにかかる老後生活
（現金支出で年額約286万円）

国民年金の支給額は

高齢農家世帯（世帯主が65歳以上の
夫婦2人）の家計費は，現金支出で月額
約23～24万円が必要です。
（総務省家計調査などより）

一人，月々約6万5千円
（40年加入の場合）
夫婦あわせて月額約13万円です。

ご存じですか？

男性84歳，女性89歳

保険料
納付総額

に
る傾向にあり

入

，，

老後はお金の心配をせずに暮らしたい。
しかし，予測不可能な経済変動や思わぬ
ケガ・病気もあります。

平成２９年度は０．２０％となっています。

•現在65歳の日本人の平均余命は
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総
務
課�

☎
８
９-

３
３
３
０

　
春
の
農
耕
期
を
迎
え
、
農
業
機
械
を
使
用
す

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。
農
業
機
械
の
運
転

や
作
業
中
に
は
、次
の
点
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●�

十
分
な
安
全
確
認
と
、
公
道
で
は
交
通
ル
ー

ル
を
守
っ
て
く
だ
さ
い

●�

公
道
走
行
時
は
、
ブ
レ
ー
キ
ペ
ダ
ル
を
連
結

し
て
走
行
し
て
く
だ
さ
い

●
夜
間
の
走
行
は
控
え
て
く
だ
さ
い

※�

自
動
車
運
転
中
や
歩
行
中
も
、
安
全
確
認
の
徹

底
を
お
願
い
し
ま
す
。
一
人
一
人
が
交
通
ル
ー

ル
と
交
通
マ
ナ
ー
を
守
り
、
交
通
事
故
の
防
止

に
努
め
ま
し
ょ
う
。

▼�
農
機
事
故
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
！

保
健
課�

☎
８
９-

３
３
６
６

　
町
で
は
、
妊
産
婦
や
子
ど
も
一
人
一
人
に
寄
り
添
い

な
が
ら
家
族
全
体
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
子
育
て
し
や
す
い

町
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
、
母
子
健
康
手
帳
を
交
付
す
る

際
に
、
妊
娠
の
経
過
や
健
康
状
態
、
食
事
・
栄
養
や
心

配
ご
と
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
職
員
が
丁
寧
に
お
話

を
伺
う
た
め
、
手
続
き
は
原
則
、
保
健
課（
保
健
福
祉

セ
ン
タ
ー
）で
の
み
行
い
ま
す
。
お
間
違
え
の
な
い
よ

う
に
、
お
越
し
く
だ
さ
い
。

▼�

母
子
健
康
手
帳
の
交
付
は

　

保
健
課（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
）で
！

〜
平
成
30
年
４
月
か
ら
交
付
手
続
き
の
窓
口
を
一
本
化
し
ま
す
〜

建
設
課�

☎
８
９-

３
３
３
８

　

土
砂
災
害
警
戒
区
域
な
ど
の
指
定
に
あ
た

り
、
次
の
小
学
校
区
の
基
礎
調
査
を
実
施
し
ま

す
。

●
現
地
調
査
実
施
期
間
　
４
月
〜
12
月（
予
定
）

●
実
施
小
学
校
区　
油
木
、
豊
松

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
県
東
部
建
設
事
務
所

　
事
業
調
整
・
土
砂
法
指
定
推
進
班

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
１
‐
１
３
１
１

�

（
内
線
２
６
０
４
）

　
詳
し
く
は
、
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

▼�

土
砂
災
害
防
止
法
に
基
づ
く�

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

　
加
齢
に
伴
い
認
知
症
に
な
る
と
、
記
憶
力
・
判
断
力

が
低
下
し
、
道
を
間
違
え
自
分
の
家
が
分
か
ら
な
く
な

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
そ
こ
で
、
事
前
に
登
録
を
し
て
お
く
と
、
実
際
に
行

方
不
明
に
な
っ
た
時
に
地
域
や
協
力
機
関
へ
行
方
不
明

情
報
が
配
信
さ
れ
、多
く
の
人
に
呼
び
か
け
る
こ
と
で
、

早
期
発
見
・
早
期
保
護
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　
ま
た
、
身
元
不
明
者
を
保
護
し
た
時
の
確
認
に
利
用

す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
行
方
不
明
に
な
る
心
配
が
あ
る
高
齢
者
を
介
護
さ
れ

て
い
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
お
守
り
と
し
て
登
録
し
て
く
だ

さ
い
。

　
詳
し
く
は
、保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
、

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼�

高
齢
者
徘
徊
Ｓ
Ｏ
Ｓ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
「
事
前
登
録
」
を
受
け
付
け
て
い
ま
す

　平成30年４月から，入院と在宅療養の負担の公平などを図るため，入院時の食事負担額が
見直しになります。

区　　　分 食事負担額（１食当たり）
現　行 平成30年４月から

住民税課税世帯 360円 460円

住民税非課税世帯
低所得Ⅱ 210円 変更なし

長期入院該当者 160円 変更なし
低所得Ⅰ（一定所得以下） 100円 変更なし

　　�※引き上げ対象者のうち，指定難病患者の方などは負担額が据え置かれます。

　住民税非課税世帯の方は，「限度額適用・標準負担額減額認定証」を病院などの窓口に提示
することで，上記負担額が適用になります。（提示しない場合は，住民税課税世帯の負担額が
自己負担になります）
　住民税非課税世帯の方で，この減額認定証をお持ちでない方は，福祉課または各支所町民課
へ申請してください。

▼国民健康保険・後期高齢者医療の入院時の食事負担額が変わります 福
祉
課�

☎
８
９-

３
３
３
５

町からのお知らせ
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あて先

バスケット
ニュース

神石
高原

〒720－1522　神石高原町小畠2025
神石高原町役場政策企画課「神石高原バスケットニュース」係
E-mail　jk-kouhou＠town.jinsekikogen.lg.jp

広報神石高原では，皆さまからのお便りやお
知らせ・俳句など，お待ちしております。皆
さまでこのページをご活用ください。

神
石
高
原
町

消
費
生
活
情
報

　２月20日，こばたけ保育所で「英語であそぼう」
が行われました。子どもたちは，毎月１回，英語
の先生が来られるのをとても楽しみにしています。
毎日の遊びの
中にも英語を
取り入れてい
るため，みん
なスラスラと
英語が話せる
ようになって
います！

　２月20日，三和小学校と神石小学校で，サン
フレッチェ広島F.Cのコーチらを講師に迎え，子
ども動きづくり教室を開催しました。ボールを

使った遊びやサッカー
の試合を行い，児童は
和気あいあいと楽しく
運動ができました。三
和小学校では，コーチ
と一緒に給食を食べ交
流も深めました。

　２月10日，神石高原町と神石高原豊とまと生
産出荷組合は，広島東洋カープの宮崎キャンプ
地を訪問し「神石牛」を贈呈しました。球団には，

町のPRや油木高校
のナマズ丼販売な
どでご支援とご協
力をいただいてい
ます。感謝と日本
一へ願いを込めて，
緒方監督に目録が
手渡されました。

　２月４日，油木体育館で，町体育協会主催の神
石高原町バドミントン大会が開催されました。結
果は次のとおりです。
●団体　優　勝　神石A
　　　　準優勝　三和A
●個人
　男子の部　優勝
　藤井　真・原岡剛志（油木）
　女子の部　優勝
　土居知佳・岡本実樹（三和）

英語であそぼう！

サンフレッチェ広島
子ども動きづくり教室

神石牛でカープを応援！

バドミントン大会開催

本
庁
で
は
毎
日
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　
消
費
生
活
に
つ
い
て
お
困
り
の
こ
と
が
あ
り
ま
し

た
ら
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

「
見
守
り
」と「
気
づ
き
」で

高
齢
者
な
ど
の
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ご
う

チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト

□
不
審
な
封
筒
や
請
求
書
な
ど
の
書
類
は
な
い
か

□
見
慣
れ
な
い
段
ボ
ー
ル
や
商
品
が
な
い
か

□
居
室
や
居
宅
が
改
修
さ
れ
て
い
な
い
か

□
頻
繁
に
、
見
慣
れ
な
い
人
が
訪
れ
て
い
な
い
か

□�

以
前
に
比
べ
て
、
よ
く
出
か
け
た
り
、
ま
た
は
家

に
閉
じ
こ
も
る
よ
う
に
な
っ
た
り
し
て
い
な
い
か

□ 

以
前
に
比
べ
て
、
節
約
を
始
め
て
い
な
い
か
、
ま

た
は
そ
の
反
対
は
な
い
か　
な
ど

　
被
害
の
早
期
発
見
や
被
害
を
繰
り
返
さ
な
い
た
め

に
も
、
家
族
や
周
り
の
人
は
、
日
ご
ろ
か
ら
様
子
を

気
に
か
け
、
生
活
の
変
化
を
早
く
察
知
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
。

　
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
で
困
っ
て
い
る
様
子
に
気
づ
い

た
ら
、
本
人
の
意
向
に

沿
い
な
が
ら
消
費
生
活

相
談
窓
口
に
取
り
次
い

で
く
だ
さ
い
。

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル�

☎
８
９
‐
３
０
８
８

まちづくり推進課　☎89-3332
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日 ９時～17時曜日月日 ９時～17時曜日月 神石高原町立病院
☎85-2711  小　畠

鈴 木 ク リ ニ ッ ク
☎87-0199  福　永

吉 實 ク リ ニ ッ ク
☎82-0005  油　木

※詳しくは地域子育て支援センター（☎82-2260）へ

お ひ さま広 場 （10：00～15：00）

火
水
木

金

土

シルトピアカレッジ

シルトピアカレッジ

小畠交流会館

豊松老人福祉センター

神石老人福祉センター

シルトピアカレッジ

3月・4月の休日当番医

3

4

日

水

日

日

日

18

21

25

1

8

吉實クリニック

神石高原町立病院

鈴木クリニック

吉實クリニック

神石高原町立病院

4 日

日

日

月

15

22

29

30

吉實クリニック

神石高原町立病院

吉實クリニック

神石高原町立病院

15

16
17

20

22
23

24

27
28
29

3
4
5

6
7

10
11
12
13

14

17
18
19

20
21

24
25
26
27

284月

3月

３
月

４
月

15 木 マタニティー教室：赤ちゃん応援教室
14：00〜 16：00（保健福祉センター）
� （要予約）問保健課�☎ 89-3368

16 金 家族関係相談 14：00〜 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎ 89-3366
保育所開放 10：00〜 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132

17 土 絵本のおはなし会 14：00〜
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
おひさま広場　わくわくあそび
10：30〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

18 日 神石高原観光検定 13：30〜
（三和協働支援センター）
� （要申込）問町観光協会☎ 85-2201
油木百彩館 そば祭（油木百彩館）� 問☎ 82-2468

19 月
20 火 おひさま広場　おたのしみ上映会

11：00〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

21 水
22 木 育児相談 14：00〜 16：00（保健福祉センター）

� （要予約）問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15〜 19：00
� （住民課，各支所町民課）問住民課�☎ 89-3334
町内小学校卒業式

23 金
24 土 町内保育所退所式

どんぐり幼稚園卒園式
25 日 神石高原マルシェ 10：00〜 15：00

�（道の駅芝生広場）問マルシェ実行委員会☎ 82-0288
映画鑑賞会 14：00〜
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
神石高原まるごと市場閉店日
� 問産業課�☎ 89-3337
道の駅さんわ 182 ステーション遊具オープン
� 問産業課�☎ 89-3337
油木百彩館 ナマズ祭（油木百彩館）� 問☎ 82-2468

26 月
27 火
28 水 おひさま広場　親子でふれあい体操

10：30〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

29 木
30 金
31 土
1 日 エブリイ「地縁マルシェ」出荷開始

� 問産業課�☎ 89-3337
2 月 妊婦個別相談 9：00 ～ 12：00

� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎89-3368
育児相談　13：30 ～ 15：30
� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎89-3368
子育て世代包括支援センター開所
� （保健福祉センター）問保健課�☎ 89-3368

3 火 おひさま広場　ふれあいあそび 10：30〜 11：30
� （シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

4 水 行政相談会 9：30〜 11：30
（油木コミュニティセンター）� 問総務課�☎ 89-3330

5 木 乳児健診 13：00〜（保健福祉センター）
� 問保健課�☎ 89-3368
町内保育所入所式（いずみ保，こばたけ保，くるみ保）

6 金
7 土 絵本のおはなし会 14：00〜

� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
町内保育所入所式（油木保，とよまつ保）

8 日 油木百彩館 神石牛カレー祭（油木百彩館）
� 問☎ 82-2468

9 月 町内小学校入学式 10：00〜
町内中学校入学式 14：00〜
どんぐり幼稚園入園式

10 火 アルコール相談 14：00〜 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎89-3366
油木高校入学式
おひさま広場　教育資金講座
10：30〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

11 水
12 木 妊婦個別相談 9：00〜 12：00

� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎89-3368
授乳相談 13：30〜 16：00（保健福祉センター）
� （要予約）問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15〜 19：00
� （住民課）問☎ 89-3334
保育所開放 10：00〜 11：00
� （油木保育所）問☎ 82-0906

13 金 ひきこもり相談 13：00〜 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎�89-3366

14 土
15 日 油木百彩館 そば祭（油木百彩館）問☎ 82-2468
16 月 授乳相談 9：00〜 12：00（保健福祉センター）

� （要予約）問保健課�☎ 89-3368
妊婦個別相談 13：30〜 16：00
� （保健福祉センター）（要予約）問保健課�☎89-3368

17 火 保育所開放 10：00〜 11：00
� （いずみ保育所）問☎ 87-0099

18 水 保育所開放 10：00〜 11：00
� （くるみ保育所）問☎ 85-3329

19 木 おひさま広場　カフェたいむ
10：30〜 11：30（小畠交流会館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

20 金 保育所開放 10：00〜 11：00
� （とよまつ保育所）問☎ 84-2132

21 土 絵本のおはなし会 14：00〜
� （シルトピアカレッジ図書館）問☎ 82-2002
おひさま広場　わくわくあそび
10：30〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

22 日 車輪村 9：00〜（豊松小学校グラウンド他周辺施設）
� 問町観光協会☎ 85-2201
油木百彩館 油木高校ナマズ祭（油木百彩館）
� 問☎ 82-2468

23 月
24 火 保育所開放 10：00〜 11：00

� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718
子育て相談 13：00〜 17：00
� （こばたけ保育所）問☎ 85-2718

25 水 おひさま広場　フォト講座
10：30〜 11：30（シルトピアカレッジ図書館）
� 問おひさま広場�☎ 82-2260

26 木 赤ちゃん応援教室＆妊婦相談会 13：30〜 16：00
� 問保健課�☎ 89-3368
窓口業務時間延長 17：15〜 19：00
� （住民課）問☎ 89-3334

27 金
28 土 光信寺お茶会 且坐喫茶 10：00〜（光信寺）

� （要予約）問☎ 85-2368
29 日 帝釈峡湖水開き 10：00〜

（トレイルセンター神龍湖周辺）
� 問帝釈峡観光協会�☎ 86-0123
映画鑑賞会 14：00〜（シルトピアカレッジ図書館）
� 問☎ 82-2002

30 月

平成30（2018）年 3月 4月
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器楽実習卒業演奏会
　１月31日，３年生器楽実習選択者による卒業演奏会
が開かれました。クラスメイトも見守る中，エレキギ
ター・ピアノ・キーボード・ドラム・ユーフォニウム・
クラリネット・トランペットといった多彩な楽器で「と
なりのトトロ」「渡月橋」などの曲目を，これまでの学
習のまとめとして奏でました。
普段見せない才能を披露する奏
者もいて「すごく上手でビック
リした」「良い音楽を聴かせて
もらった」と大好評でした。一
つ一つ「最後の授業」を受けな
がら充実した日々を過ごす３年
生の姿が見られました。

寄宿舎お別れ会
　１月25日，寄宿
舎「芝蘭寮」で３年
生のお別れ会を開き
ました。文字通り寝
食を共にした仲間や
後輩たちとの思い
出，お世話になった
舎監さんたちへの感
謝，これからの新生
活への意気込みなど一人一人が胸を張って言葉にして伝
えていました。集団生活を送る中で多くを学び成長した
寮生たちは，「第二のわが家」からの巣立ちの時を迎え
ています。

英語スピーチ・レシテーションコンテスト
　２月21日，課題文を暗唱する１年生のレ
シテーションコンテスト，部活動や将来の夢，
自分の好きなことをテーマに自作の英作文を
披露する２年生のスピーチコンテストが開催
されました。授業や放課後の特訓で高めた表
現力を，中学校高校の英語科の先生方，ALT

のミシェール先生が採点します。たくさんの人の前で100％の力
を発揮するのは難しいことですが，生徒たちは緊張しながらも精
一杯のパフォーマンスで拍手を浴びていました。ミシェール先生
からは「大切なのは笑顔！ みんなよく頑張りました」との講評を
いただき，これからもっと上達しようと意欲を高めていました。

茶道部お別れ会
　３年生の卒業の日が近づき，それぞれの部活
動でもお別れ会が催されています。茶道部では，
４名の卒業生を迎えて後輩が心を込めて点前を
披露し，お抹茶とお菓子を味わいながら和やか
な時間を過ごしまし
た。卒業後の進路や
茶道部での思い出な
どを語らう中で，先
輩から後輩へとここ
ろのバトンがつなが
りました。

農作業事故を防ぎましょう！
　国内での農作業中の死亡事故は，近年350件前後
発生しています。特に65歳以上の高齢農業者の事
故が多い状況です。農作業の際には，安全管理に十
分に注意し，事故がないよう気をつけましょう。
　安全対策のポイントを紹介します。

お問い合わせ

産業課 ☎89-3337

詳しくは，産業課農地係へご相談ください。

★乗用型トラクター

★歩行型農作業機

★刈払機

安全キャブ・フレームのあるトラクターを使用し，
シートベルト・ヘルメットを着用しましょう！

後退時は必ず後方
を確認するように
しましょう！

事前に環境を点検・整備しておきましょう！

飛散防止のため，作業現場の
異物を取り除いておきましょう

転倒を防止するため，
足場をつくりましょう

安全フレームは必ず
立てて使用する

後退する場所に目印や
看板を設置しましょう

ヘルメット

シートベルト
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Library
Box

図書館だより

シルトピアカレッジ図書館 ☎82-2002

来月の「絵本のおはなし会」
ところ シルトピアカレッジ

図書館内児童図書コーナー

と  き 第1・３（土）午後２時～

おはなしする人
絵本の会「ゆきんこ」

だ
よ
り

間もなく大賞発表！ 2018年本屋大賞ノミネート作品！

シルトピアカレッジ図書館だよりをご存じですか？

　2018年本屋大賞ノミネート作が発表されました！　今年も力作ぞろいの候
補作の中，大賞に輝くのは一体どの作品でしょうか？
　大賞の発表は４月10日（火）。皆さんも候補作を読んで，大賞を予想してみ
てください。

　図書館の特別展示のご案内や新着図書情報などを掲載した図書館だよりを１
カ月に１回のペースで発行しています。図書館はもちろん各協働支援センター，
支所にも配布していますので，ぜひご活用ください。

SUN MON TUE WED THU FRI

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 * * * * *

SAT

休館日 絵本のおはなし会

2018 4

24
31

23
30

April

成
年
後
見
制
度
で
権
利
と
財
産
を
守
る

　
成
年
後
見
制
度
と
は
、
認
知
症
や
精
神
障
害
な

ど
で
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
々
を
、
法
律
面
・

生
活
面
で
保
護
・
支
援
す
る
制
度
で
す
。

【
成
年
後
見
制
度
の
種
類
】

①
任
意
後
見
制
度

　
判
断
能
力
が
十
分
あ
る
時
に
将
来
に
備
え
、
自

分
で
後
見
人
を
選
び
、
ど
こ
ま
で
支
援
し
て
も
ら

う
か
内
容
を
決
め
て
お
く
制
度
で
す
。

②
法
定
後
見
制
度

　
既
に
判
断
能
力
が
低
下
し
て
い
る
時
に
家
庭
裁

判
所
に
申
請
し
、
後
見
人
を
選
ん
で
も
ら
っ
て
利

用
す
る
制
度
で
す
。判
断
能
力
の
程
度
に
応
じ
て
、

「
後
見
」「
保
佐
」「
補
助
」の
３
つ
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。

　
成
年
後
見
制
度
の
利
用
の
き
っ
か
け
は
、
預
貯

金
な
ど
の
管
理
が
最
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
成

年
後
見
制
度
を
利
用
す
る
た
め
に
は
、
住
所
地
の

家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

●
ご
相
談
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
保
健
課　
地
域
包
括
係

�
（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

　
　
☎
８
９
‐
３
３
７
７

本屋大賞ノミネート作（作家名五十音順）

『AXアックス』� 伊坂幸太郎／著
『かがみの孤城』� 辻村　深月／著
『キラキラ共和国』� 小川　　糸／著
『崩れる脳を抱きしめて』� 知念実希人／著
『屍人荘の殺人』� 今村　昌弘／著
『騙し絵の牙』� 塩田　武士／著
『たゆたえども沈まず』� 原田　マハ／著
『盤上の向日葵』� 柚月　裕子／著
『百貨の魔法』� 村山　早紀／著
『星の子』� 今村　夏子／著

お問い合わせ
保 健 課

☎89-3366
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陸
上
自
衛
隊

第
13
音
楽
隊
演
奏
会

（
時
）５
月
26
日（
土
）

　
　

午
後
２
時
〜
４
時

（
場
）東
広
島
芸
術
文
化
ホ
ー
ル

　
　

く
ら
ら　
※
入
場
無
料

　
　
（
東
広
島
市
西
条
栄
町
７
‐
19
）

（
演
奏
予
定
曲
目
）

　

�

２
０
１
８
年
度
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン

ク
ー
ル
課
題
曲
な
ど

（
入
場
等
）

　
・
往
復
は
が
き
に
よ
る
応
募
が
必
要

　
・
４
月
23
日（
月
）必
着

　
・
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選

＊�

詳
細
は
、
第
13
旅
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
掲
載

お
で
か
け
く
だ
さ
い
広
域
へ

（
問
）陸
上
自
衛
隊　
第
13
旅
団

　
　
☎
０
８
２
‐
８
２
２
‐
３
１
０
１

●
日
時

　
４
月
26
日（
木
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
４
時
50
分

　
４
月
27
日（
金
）

　
午
前
９
時
50
分
〜
午
後
３
時
55
分

●
場
所　
ま
な
び
の
館
ロ
ー
ズ
コ
ム

●
定
員　
１
９
０
人　
※
先
着

●
申
込
期
限　
３
月
23
日（
金
）

●
お
申
し
込
み
先

　
広
島
県
消
防
設
備
協
会

　

０
８
２
‐
２
４
９
‐
９
４
１
０

＊�

申
込
書
な
ど
は
、
日
本
防
火
・
防
災

協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
福
山
地
区
消
防
組
合　
予
防
課

　
　
☎
０
８
４
‐
９
２
８
‐
１
１
９
２

　
国
・
広
島
県
・
広
島
職
業
能
力
開
発

促
進
セ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
29
・
30
年

度
に
開
校
予
定
の
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン

グ（
公
的
職
業
訓
練
）の
受
講
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
て

正
社
員
就
職
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
生
募
集

ク
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
府
中

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
３
‐
８
６
０
９

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
、
国
税
庁
お

よ
び
人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

●
申
込
受
付
期
間

　
３
月
30
日（
金
）〜
４
月
11
日（
水
）

●
第
１
次
試
験
日　
６
月
10
日（
日
）

●
受
験
案
内・パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
請
求
、

　
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
国
税
局　
人
事
第
二
課

　
試
験
研
修
係

　
　
☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
９
２
１
１

　
　
（
内
線
３
６
３
５・
３
７
４
３
）

　
府
中
税
務
署　
総
務
課

　
　
☎
０
８
４
７
‐
４
５
‐
２
５
７
０

　

広
島
神
石
高
原
町
友
会（
会
長　

加

藤
睦
治
）は
、
神
石
高
原
町
で
育
ち
、

ふ
る
さ
と
を
離
れ
広
島
市
近
郊
に
在

住
す
る
方
の
任
意
組
織
で
、
現
在
約

１
１
０
名
の
会
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。
歴
史
は
古
く
、
昭
和
29
年
に
立
ち

国
税
専
門
官
募
集

広
島
神
石
高
原
町
友
会

「
神
石
高
原
町
と
の
か
か
わ
り
」活
動
報
告

上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

当
初
は
、「
広
島
市

神
石
郡
友
会
」で
し

た
が
、
平
成
27
年
に

「
広
島
神
石
高
原
町

友
会
」に
改
称
し
ま

し
た
。

●
主
な
活
動

３
月　
総
会
で
町
長
・
議
長
か
ら
神
石

高
原
町
の
現
状
報
告
や
、
町
関
係
者

に
よ
る
講
演
を
開
催

５
月　

ひ
ろ
し
ま
フ
ラ
ワ
ー
フ
ェ
ス

テ
ィ
バ
ル
で
、
神
石
踊
娘
隊
き
ら
き

ら
星
の
出
演
を
支
援

７
月　
高
校
野
球
選
手
権
広
島
大
会
開

会
式
で
、
油
木
高
校
野
球
部
を
激
励

８
月　
神
石
高
原
町
折
鶴
の
会
へ
の
平

和
公
園
内
慰
霊
碑
説
明
ガ
イ
ド
協
力

９
月　
ふ
る
さ
と
見
学
バ
ス
ツ
ア
ー

10
月　
広
島
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
出
店
の

購
買
協
力

そ
の
他　
神
石
高
原
町
出
身
の
料
理
研

究
家
に
よ
る
料
理
教
室
や
、
町
出
身

の
若
者
の
集
い（
20
〜
40
代
）な
ど

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

＊�

広
島
近
郊
に
在
住
の
知
人
や
ご
親
族

の
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、
ぜ
ひ
ご

紹
介
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　
広
島
神
石
高
原
町
友
会

　
幹
事
長　
坂
田
宏
幸

　
☎
０
９
０
‐
９
０
６
３
‐
５
１
２
６

３月１日現在　（　）内は前月比

人口 9,291 人 （－14）
 男 4,443 人 （－ 3）
 女 4,848 人 （－11）
世帯 3,979 世帯 （－ 5）

人 口 と 世 帯

※�町税等の納付は便利で確実な口座振替をご利用ください。

●国民健康保険税・第10期分
納期限　４月２日

3 月 の 納 税

暮らし広場 jinsekikougen
information
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～減らそう犯罪�あなたが主役～ 広島県警察ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police/
福山北警察署ホームページ　http://www.pref.hiroshima.lg.jp/site/police-fukuyamakita/

町内の
交通事故

神石高原町内
事件・事故発生状況

人傷事故　  4件
物損事故　17件

減らそう犯罪

２月分

４月の免許更新日は
６日（金），20 日（金）です。

	

名　
前	

（
自
治
振
興
会
）

お
誕
生
（
２
月
届
出
分
）

若わ
か

　
林ば
や
し　
美み

　
玖く

　（
井
関
大
矢
）

河か
わ

　
上か
み

　
玲れ
い

　
斗と

　（
井
関
大
矢
）

鈴す
ず

　
木き

　
咲そ

　
来ら

　（
福
　
　
永
）

４月20日（金）でも一般・違反・初回の方の免
許更新は可能ですが，５月11日（金）に再度油
木交番で，講習を受けて頂くことになります。

（
敬
称
略
）

ま
ち
づ
く
り
推
進
課

情
報
観
光
係

主
任　

三さ
ん
　た田　
圭け

い
　し史

庁
舎
内
の
電
算
シ
ス
テ
ム

や
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関
す

る
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
電
算
と

い
う
の
は
電
子
計
算
機
の
略
で
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
の
こ
と
で
す
。

今
の
部
署
に
は
異
動
し
て
１
年
目
で

す
が
、
健
康

に
気
を
付
け

な
が
ら
仕
事

を
し
て
い
き

た
い
と
思
い

ま
す
。

	

名　
前	

（
自
治
振
興
会
）	　
　
年
齢

お
悔
や
み
（
２
月
届
出
分
）（

敬
称
略
）

池い
け

　
田だ

　
哲て

つ

　
二じ

　（
上 

豊 

松
）�

67
歳

赤あ
か

　
木ぎ

　
柾ま

さ

　
惠え

　（
笹
　
　
尾
）�

77
歳

岡お
か

　
　
　
澤さ

わ

　
美み

　（
東 

油 

木
）�

106
歳

岡お
か

　
田だ

　
昇し

ょ
う　
一い

ち

　（
下 

豊 

松
）�

71
歳

釡か
ま

　
足そ

く

　
　
　
彰あ

き
ら　（
安
　
　
田
）�

92
歳

森も
り

　
上か

み

　
道み

ち

　
子こ

　（
西 

油 
木
）�
96
歳

新し
ん

　
屋や

　
万ま

千ち

子こ

　（
上 

豊 

松
）�
97
歳

佛ほ
と
け　
峠だ

わ

　
　
　
昇の

ぼ
る　（
時
　
　
安
）�

87
歳

若わ
か

　
林ば

や
し　
民た

み

　
子こ

　（
小
　
　
畠
）�

88
歳

迫さ
こ

　
口ぐ

ち

　
計か

ず

　
之ゆ

き

　（
　 

上 

　
）�

82
歳

藤ふ
じ

　
井い

　
ミ
ス
ヱえ

　（
仙
　
　
養
）�

88
歳

山や
ま

　
根ね

　
イ
ク
子こ

　（
井
関
大
矢
）�

92
歳

川か
わ

　
上か

み

　
泰や

す

　
孝た

か

　（
西 

油 

木
）�

73
歳

●交通事故から子どもを守ろう！
　�交通ルールに慣れていない子どもたちが，幼稚園や保育
所，小学校に通い始めます。保護者は，子どもの行動や
活動範囲を確認して，具体的な交通ルールや交通マナー
を実践させることで，大切なお子さんを交通事故から守りましょう。

●地域ぐるみで交通事故防止
　�道路で遊んでいるなど，危険な行動をしている子どもを見つけたら注意し，
正しい交通ルールを教えるとともに，大人が自ら子ど
もの手本となるような行動をとりましょう。

●交通ルール・マナーを理解させましょう
　◦ 信号機に従った通行方法などを理解させましょう
　◦ 道路を渡るときは，
　　「手を上げる」〜自身の存在をドライバーなどに知らせることを説明
　　「左右の安全確認」〜車が来ていないかなどの説明
　　「考える」〜走らなくても渡ることができるかを説明
　　（※中・高学年の児童には，見えない危険「死角」があることも説明）
　　「渡る」〜横断中も左右から車などがくる危険性があることを説明
●ドライバーの交通事故防止ポイント
　 通学などに不慣れな新入学児童などがいることを理解し，通学路や学校の周
辺などを通行するときは，スピードを落として安全に走行しましょう。

新入園児・新入学児童の交通事故防止

道路交通法違反（悪質）　２件
動物愛護管理条例及び狂犬病法容疑　１件
廃棄物の処理及び清掃に関する法律違反　１件
軽犯罪法違反（火気乱用）　２件

運転免許更新日のご案内

交通事故0の町をめざそう！

（
時
）４
月
22
日（
日
）

　
　

午
前
９
時
〜
午
後
３
時
30
分

（
場
）豊
松
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
ほ
か

　
　

周
辺
施
設

（
料
）中
学
生
以
上
２
０
０
０
円

　
　

小
学
生
以
下
無
料

（
問
）Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
車
輪
村

�

☎
０
９
０
‐
１
１
８
２
‐
７
７
４
１

２
０
１
８
車
輪
村
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豊と
よ

松ま
つ

村む
ら

が
大
好
き
！

豊
松
地
区
で
伊
草
農
園
を
営
む
伊
草
さ
ん
は
、
こ
だ
わ
り
の

「
手
作
り
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
」を
お
届
け
す
る
、
ブ
ル
ー

ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
専
門
の
農
家
で
す
。
農
薬
や
化
学
肥
料
を
使
わ

ず
栽
培
し
た
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
、
一
粒
ず
つ
手
摘
み
さ
れ
、
厳

選
し
た
果
実
を
ま
る
ご
と
ジ
ャ
ム
に
し
ま
す
。
食
品
添
加
物
は

使
わ
ず
、
こ
だ
わ
り
の
砂
糖
や
ハ
チ
ミ
ツ
、
神
石
高
原
町
の
地

酒
な
ど
を
加
え
た
13
種
類
の
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム
は
、
素
材

の
良
さ
や
果
実
の
粒
つ
ぶ
感
を
た
っ
ぷ
り
味
わ
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。

平
成
８
年
、
田
舎
暮
ら
し
に
憧
れ
て
、
東
京
か
ら
旧
豊
松
村

へ
移
住
さ
れ
た
伊
草
さ
ん
。
自
宅
前
の
荒
廃
地
に
ブ
ル
ー
ベ

リ
ー
の
木
を
植
え
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
、
平
成
18
年
か
ら
ブ

ル
ー
ベ
リ
ー
栽
培
を
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
道
の
駅
や
大
手
ス
ー

パ
ー
の
ほ
か
百
貨
店
の
お
歳
暮
な
ど
で
ジ
ャ
ム
を
販
売
。
昨
年

か
ら
は
、
神
石
高
原
町
の
ふ
る
さ
と
納
税
お
礼
の
品
と
し
て
活

用
さ
れ
た
り
、
東
京
で
も
販
売
さ
れ
る
な
ど
販
路
を
拡
大
さ
れ

て
い
ま
す
。

長
年
、
読
書
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ゆ
き
ん
こ
」の
メ
ン
バ
ー
と

し
て
、
毎
月
豊
松
小
学
校
で
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
た
り
、
積

極
的
に
地
域
活
動
を
さ
れ
る
伊
草
さ
ん
。「
移
住
し
て
良
か
っ

た
。
豊
松
村
が
大
好
き
！
」「
夢
は
、
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
ジ
ャ
ム

専
門
の
お
店
を
つ
く
る
こ
と
。
皆
さ
ん
に
お
い
し
い
ジ
ャ
ム
を

食
べ
て
も
ら
い
た
い
」と
笑
顔
で
話
さ
れ
ま
し
た
。

下 豊 松 振 興 会

伊
い

草
ぐ さ

　佐
さ

智
ち

子
こ

さん

鎌
かま

倉
くら

　春
はる

ちゃん（城山）

☆
親
の
願
い

い
つ
も
明
る
く
笑
顔
で
。

元
気
に
大
き
く
な
あ
れ
。

神石高原町

生き活き
　　 ネットワーク

神石高原町民憲章
●みんなで　人

じん

生を楽しもう
●みんなで　元

げん

気に暮らそう
●みんなで　責

せき

任を持とう
●みんなで　挑

ちょう

戦しよう
●みんなで　行

こう

動しよう

No.96

２歳のおたんじょうびのお友達を紹介します。

この広報紙は環境にやさしい再生紙と，大豆油インキを使用しています。
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